
解

説

石
井
啓
一
郎

本
稿
は
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ペ
ル
シ
ア
語
現
代
詩
の
大

家
と
し
て
知
ら
れ
た
モ
ハ
ン
マ
ド

・
ホ
セ
イ
ン
・
シ
ャ

ブ
リ
ヤ
ー
ル
(
一
九
O
六
|
八
八
)
が
遺
し
た
ア
ゼ
ル

パ
イ
ジ
ャ
ン
語
連
作
詩

『
へ
イ
、タ
ル
パ
パ
よ
ご
き
げ

ん
よ
う
(
回
向1
R
E
Z，
ヨ
∞
告
ヨ
)』
第

一日掛
か
ら
の

抄
訳
で
あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
イ
ラ
ン
の
詩
人
で

あ
る
作
者
が
本
作
で
用
い
た
言
語
は
、
イ
ラ
ン
北
西

部
「
ア
|
ザ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ー
ン
三
州

(東
ア
|
ザ
ル
パ

イ
ジ
ャ
ー
ン
州
、
西
ア
|
ザ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ー
ン
州
、
ア

ル
ダ
ビ
ー
ル
州
ご
に
住
む
人
々
の
多
く
が
母
語
と
す

る
テ
ユ
ル
ク
系
の
言
語
、
と
奮
い
た
ほ
う
が
正
確
で
あ

る
。
ア
ラ
ス
川
を
挟
ん
で
北
に
イ
ラ
ン
と
国
境
を
接
す

る
現
在
の
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
言
語
と
、
乙

の
イ
ラ
ン
の
言
語
は
実
質
的
に
同
一
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

る

「ア
l
ザ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ー
ン
三
州
」
と
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
共
和
国
と
で
は
南
北
に
ひ
と
つ
の
言
語
圏
が
広

が
っ
て
い
る
。
イ
ラ
ン
の
な
か
で
、
こ
の
言
語
は
多
く

の
場
合

「ト
ル
コ
語

(]
1
2
E)」
あ
る
い
は

「ア
|
ザ

リ
l
・
ト
ル
コ
語

守
口
『
芭
ヨ

F
2
)」
で
あ
り
、
む
し

ろ
ト
ル
コ
共
和
国
公
用
語
と
し
て
の
ト
ル
コ
語
は
し
ば

し
ば

「イ
ス
タ
ン
プ
ル
の
言
葉
」

と
い
う
意
味
の

「
工

ス
タ
ン
プ
|
リ

l

(肘
E
DE--)」
の
呼
称
で
区
別
さ

れ
て
い
る
。
訳
者
が
こ
の
作
品
を
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ヤ

ン
語
」
で
警
か
れ
た
と
表
記
す
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
の

鴎
路
い
を
覚
え
る
の
は
、

「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ

ン
共
和

国
の
公
用
語
」
と
し
て
の
意
味
の
こ
の
呼
称
を
遣
う
と

と
が
、
イ
ラ
ン
側
に
居
住
す
る

「ト
ル
コ
人
」
を
国
民

概
念
と
し
て
の

「ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
」
に
包

含
し
て
し
ま
う
こ
と
の
不
正
確
性
に
い
さ
さ
か
の
危
倶

を
覚
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
共
和
国
側
に
根
強
く
存
在
す
る
、
ア
ラ
ス
川
の
北

と
南
は
ほ
ん
ら
い
ひ
と
つ

(
の
「
国」
)
で
あ
る
と
す

る
政
治
的
言
説
(
「
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン

・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」)
の
文
脈
に
お
い
て
、
黙
示
的
に
で
あ
れ
、

特
別
な
意
味
合
い
を
帯
び
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
シ
ャ
ブ
リ
ヤ
ー
ル
を
読
み
解
く

と
き
に
、
常
に
心
の
片
隅
に
留
め
て
お
く
べ
き
事
項
な

の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
お
断
り
し
た
う
え
で
、
本
稿

で
は
作
品
の
言
語
は
以
後
便
宜
的
に
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
語
」
と
表
記
す
る
。

シ
ャ
フ
リ
ヤ
ー
ル
は
一
九

O
六
年
に
イ
ラ
ン
の
タ
ブ

リ
l
ズ
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
幼
年
時
代
は
ホ
シ
ユ
ゲ
ナ

|
ブ
に
あ
る
農
村
で
過
ご
し
て
い
る
。
そ
の
村
に
本
作

に
詠
わ
れ
る

ヘ
イ
ダ
ル
パ
パ
の
山
が
釜
え
立
っ

て
い

た
。

一
九
五
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
作
は
シ
ャ
ブ
リ
ヤ

ー
ル
が
幼
年
時
代
の
思
い
出
の
情
景
を
昇
華
さ
せ
た
も

の
と
い
え
る
。

イ
ラ
ン
に
お
い
て
の
シ
ャ
ブ
リ
ヤ
ー
ル
は
ペ
ル
シ
ア

語
現
代
詩
の
領
域
で
敬
愛
さ
れ
る
大
家
で
あ
る
。
イ
ラ

ン
現
代
詩
の
歴
史
の
な
か
に
革
新
的
な
新
詩
体
を
創
造

し
た
大
詩
人
二
|
マ
|
-
ユ
ー
シ
|
ジ
と
も
親
交
が
あ

14 

り
自
由
韻
律
詩
も
書
い
て
い
る
が
、
数
の
上
で
多
く
は

ガ
ザ
ル
や
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
と
い
っ
た
古
典
の
詩
体
と
韻

律
を
踏
襲
し
た
新
古
典
主
義
的
な
作
風
を
特
徴
と
し
て

い
る
。
詩
の
主
題
と
し
て
は
、
恋
愛
を
含
め
た
個
人
体

験
に
基
づ
く
内
的
真
実
、
郷
里
で
あ
る
イ
ラ
ン
北
西
部

の
ア
|
ザ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ー
ン
地
方
の
自
然
の
風
景
、
信

仰
に
根
差
し
た
倫
理
観
な
ど
を
踏
ま
え
た
テ
ー
マ
を
選

び
な
が
ら
詠
ん
だ
内
省
的
な
作
品
が
多
い
。
他
方
、

シ

ヤ
フ
リ
ヤ
ー
ル
は
量
的
に
ペ
ル
シ
ア
語
詩
に
対
し
て
少

な
い
も
の
の
、
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
語
に
よ
る
少
な
か

ら
ぬ
詩
的
創
作
を
残
し
て
い
る
。
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン

共
和
国
で
マ
ハ
ン
マ
ド
ヒ
ユ
セ
イ
ン

・
シ
ャ

ブ
リ
ヤ

ル

(冨
ω
E
5
5
ω
S
53
口明
白
E
可田町)
と
の
表
記
で
親

し
ま
れ
、
彼
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
語
詩
は
同
国
の
ラ

テ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
正
字
法
に
よ

っ
て
刊
行
さ

れ
、
人
口
に
謄
災
し
て
い
る
。
知
識
人
層
も
含
め
て
、

最
初
に
言
及
し
た
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
と
い
う
政
治
的
立
場
に
共
鳴
す
る
者
が
多
く

い
る
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
側
に
は
、

「
シ
ャ

ブ

リ
ヤ
ル
」
は
南
北
に
わ
た
る

「国
民
分
断
」
を
嘆
い
て

イ
ラ
ン
の
な
か
で
声
を
上
げ
た
人
物
で
あ
る
、
と
い
う

受
容
が
存
在
す
る
と
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
端
的
な

例
は
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
の
国
民
的
詩
人
の
ひ



と
り
と
知
ら
れ
た
パ
フ
一
ア
イ
ヤ
ル
・
ヴ
ア
ハ
ブ
ザ
ダ

(回

ω足
立
『

5
7手
甘え
ω
一
九
二
五

l
二
O
O九
)
が
ソ

連
時
代
と
ソ
連
崩
壊
後
に
わ
た
っ
て
遺
し
た

『ギ
ユ
リ

ユ
ス
タ
ン

C
己
E
g
E
(
一
九
五
九
)、
『殉
教
者
た
ち

す
z
b
u巳
(
一
九
九

O
)、
『独
立
宮
主
長

こ

九
九
九
)

の
長
編
詩
三
部
作
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
時
点
で
訳
者
は
断
定
的
な
と
と
を
書
く
の
は
ま

だ
慎
む
が
、
シ
ャ
ブ
リ
ヤ
ー
ル
が

「ト
ル
コ
語
」
話

者
で
あ
る
人
々
の
独
自
性
を
明
確
に
意
識
し
て
、

「一
ア

ヘ
ラ
ン
」
に
象
徴
さ
れ
る
ペ
ル
シ
ア
語
圏
か
ら
異
化
し

よ
う
と
い
う
意
識
は
確
実
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
ヴ
ア
ハ
ブ
ザ
ダ
や
サ
マ
ド
・
ヴ
ル
グ
ン

(∞
U
S
E

5
各
5

一
九

O
六
|
五
六
)
と
い
っ
た
ア
ゼ
ル
パ
イ

ジ
ャ
ン
共
和
国
の
文
学
者
、が
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
し
た
感

の
あ
る

「イ
ラ
ン
対
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
」
と
い
う
国

民
対
立
の
図
式
や
、
南
北
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
の
一
体

性
と
い
っ
た
あ
る
意
味
過
激
な
政
治
的
テ
ー
マ
に
シ
ヤ

フ
リ
ヤ
ー
ル
が
積
極
的
に
共
鳴
し
た
り
、
ま
た
そ
れ
を

代
弁
し
た
と
言
え
る
ほ
ど
の
証
跡
を
今
の
時
点
で
訳
者

は
彼
の
作
品
中
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
て
い
る
。

本
作
を
ア
、ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
語
で
書
い
た
理
由
は
自

身
、が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
健
康
を
損
ね
た

時
期
に
献
身
的
に
彼
の
世
話
を
し
た
母
親
と
の
関
係

が
、
彼
を
し
て

「子
供
の
時
に
自
ら
使
っ
た
が
言
葉
そ

説

の
も
の
」
で
醤
く
こ
と
へ
の
誘
因
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
本
作
の
言
葉
は
夕
、フ
リ
ー
ズ
の
口
語
表
現
を
多
用

角草

し
た
独
特
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
詩
体
は
訳
文
と
解
説

中
に
も
し
ば
し
ば
み
る

「ア
シ
ク
」
と
い
う
吟
遊
詩
人

が
詠
む
音
節
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
踏
ま
え
て
い
る
。
作
者

自
身
が

「過
、ぎ
た
時
の
絵

(ペ
ル
シ
ア
語
ら
Z
ひ

E
言

明
D
N
2
7

E

る
ご

と
述
べ
た
と
お
り
、
本
作
は
夕
、フ
リ

ー
ズ
と
周
辺
地
域
で
の

「ノ
ヴ
ル
ズ
」
(
イ
ラ
ン
の
正

月
)
の
祭
も
含
め
た
習
俗
、
自
然
の
風
景
、
農
作
業
、

婚
礼
な
ど
の
村
の
生
活
、
思
い
出
に
残
る
続
戚
や
近
隣

の
個
々
人
の
点
描
で
あ
る
。
本
作
を
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ヤ

ン
語
で
書
く
こ
と
を
選
択
し
た
理
由
は
、
あ
く
ま
で
も

詩
人
の
内
的
欲
求
に
も
と
づ
く
も
の
、
ま
た

「再
起
、

再
生
」
の
個
人
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

同
時
に
本
作
の
宗
教
性
や
、
そ
と
に
拠
っ
て
立
つ
倫

理
観
と
の
関
係
を
意
識
し
て
お
く
必
要
も
指
摘
し
た

い
の
本
作
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
語
愛
唱
畠
A

は
、
究

極
的
で
不
可
避
の
宿
命
と
し
て
の

「死
L

に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
別
離
や
喪
失
、
あ
る
い
は
相
互
に
解
り
あ

え
ず
に
不
利
に
陥
る
人
閣
の
倫
理
的
な
疎
外
や
孤
立
と

解
す
る
ほ
う
が
、
本
作
全
体
の
文
脈
の
な
か
で
は
自
然

で
あ
り
、
本
作
に
限
れ
ば

「国
民
や
国
家
に
も
た
ら
さ

れ
た
政
治
的
分
断
」
を
読
み
取
る
乙
と
は
直
喰
と
し
で

あ
れ
、
換
喰
と
し
て
で
あ
れ
、
難
し
い
と
思
わ
れ
る
ο

最
後
に
本
訳
稿
の
構
成
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
っ

本
稿
は

『
へ
イ
ダ
ル
パ
パ
』

一
九
五
四
年
刊
の

「第

一

部
」
に
収
め
ら
れ
た
七
十
六
篇
の
五
行
詩
か
ら
の
抄
訳

で
あ
る
。
と
の
第
一
部
初
版
刊
行
の
折
、
シ
ャ
フ
リ
ヤ

ー
ル
は
ア
、ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
語
の
本
篇
に
ペ
ル
シ
ア
語

で
附
記
を
つ
け
て
、
作
中
に
言
及
し
た
習
俗
や
地
誌
、

自
身
の
交
友
範
囲
に
い
た
名
も
な
き
個
々
人
に
つ
い
て

の
説
明
を
遺
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ャ
フ
リ
ヤ
ー
ル
自
身

に
よ
る
説
明
を
そ
の
ま
ま
訳
出
、

あ
る
い
は
訳
者
が
適

宜
編
集
、
補
足
し
な
が
ら
以
下
に
必
要
と
思
わ
れ
る
詩

篇
に
つ
い
て
の
解
説
を
附
す
。
作
者
本
人
の
附
記
を
補

足
す
る
う
え
で
最
も
有
用
で
あ
っ
た
資
料
は

ー
ム
・
マ
シ
ユ
ル
|
テ
チ
が

吋
ヘ
イ
ダ
ル
パ
パ
』
の一ア

ク
ス
ト
に
ペ
ル
シ
ア
語
対
訳
を
附
し
、
詳
細
な
説
明
を

提
供
し
た
次
の
一
冊
で
あ
る
。

キ
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リ
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W
L
E
VA
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n
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uw
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zomu-r〉・
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・H
M
屯
M
(
Z
d
)
w
吋
伶
}4u=

訳
稿
内
で
原
語
を
引
用
、
言
及
す
る
と
き
は
、

「ぺ

ル
シ
ア
語
」
な
ど
の
特
段
の
表
示
、が
先
立
っ
て
い
る
も

の
を
除
け
ば
、
す
べ
て
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
語
で
あ
る
。

本
作
は
す
べ
て
イ
ラ
ン
で
の
ペ
ル
シ
ア
文
字
に
よ
る
正

字
法
に
よ
っ
て
い
る
が
、
本
稿
の
原
語
表
示
は
ラ
テ
ン
・

ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
に
翻
字
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
表
示

は
ア
、ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
で
刊
行
さ
れ
た
次
の
版

に
準
拠
し
て
、
現
代
ア
、ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
語
正
字
法
に

よ
っ
て
表
示
し
て
い
る
。
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訳
者
注
記
】

本
作
中
に
し
ば
し
ば
言
及

さ
れ
る
ノ
ヴ
ル
ズ

(
Z
0
2
5
ペ
ル
シ
ア
語

Z
O
R
UN)

は
春
分

(
3
月
紅
白
)
に
元
日
を
迎
え
る
イ
ラ
ン
歴
の

正
月
の
こ
と
で
あ
る
。

【第
三
篇

【第
八
篇
作
者
附
記
、
訳
者
補
】

ミ
ル
ア
ジ
ユ
ダ

ル
は
当
地
で
ヘ
イ
ダ
ル
パ
バ
山
の
チ
ャ
ヴ
シ
ユ

(2
2咽

隊
商
を
率
い
る
案
内
人
)
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
。
ア

シ
ク
・リ
ユ
ス
タ
ム
は
ア
シ
ク
と
言
わ
れ
る
吟
遊
詩
人
・

音
楽
家
で
同
じ
く
当
時
有
名
で
あ
っ
た
人
物
。

【第
九
篇
作
者
附
記
、
訳
者
補
】

「
ア
シ
ク
の
林

檎
」
と
は
、
色
、が
赤
と
黄
色
の
二
色
で
半
々
に
な
る
林

檎
の
種
類
。
ア
シ
ク

(
〉
主
)
と
は
吟
遊
詩
人
の
こ
と

で
、
直
訳
的
に
は
「
恋
す
る
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
テ
ユ
ル
ク
系
諸
族
の
伝
承
で
は
、
吟
遊
詩
人
と
は
、

生
ま
れ
た
と
き
に
神
が
夢
に
み
せ
た
恋
人

(想
い
人

マ
ア
シ
ユ
ク
冨
S
Z)
の
姿
を
一
生
追
い
求
め
て
詩

を
詠
む
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
赤
、
黄
色
二
色
で

半
々
で
あ
る
こ
と
を
、
ア
シ
ク
と
マ
ア
シ
ユ
ク
と
の
対

に
み
た
て
て
、
と
の
呼
称
、が
あ
る
。

【第
十
篇

グ
ル
・
ギ
ヨ
リ

作
者
附
記
、
訳
者
補
】

ユ

(ρ
v
E
C
g
c)

は
夕
、フ
リ
ー
ズ
か
ら
テ
ヘ
ラ
ン

ヘ
向
か
う
街
道
沿
い
に
あ
る
大
き
め
の
湖
沼
の
名
前
。

鷲
鳥
や
水
鳥
が
多
く
集
ま
る
。
夏
場
に
水
か
さ
が
減
じ

る
た
め
に
「
グ
ル

・
ギ
ヨ
リ
ユ

(乾
い
た
湖
ご
の
名

が
あ
る
。

作
者
附
記
、
訳
者
補
注
】

う
「
シ
エ
イ
ヒ
ユ
ル
イ
ス
ラ
ム
」
は
、
村
に
い
た
説
教

師
(ペ
ル
シ
ア
語
&
R
S
H
D
Eろ
で
あ
り
、
知
識
人
(ぺ

【第
十
四
篇

こ
こ
に
い

ル
シ
ア
語

8
5
7
S
PE
)
と
し
て
尊
敬
を
集
め
た
人

物
で
あ
る
。
彼
の
若
い
時
分
に
は
声
、が
良
か
っ
た
。
な

お
キ
ャ
リ
ー
ム

・
マ
シ
ユ
ル
|
テ
チ
の
解
説
で
は
、
こ

れ
は
い
わ
ゆ
る
ム
ア
ツ
ズ
イ
ン

(ア
ザ
|
ン
を
閑
語
す

る
者
)
で
あ
る
と
い
う
。

三
匹
の
山
羊
シ
ャ
ン
ギ

【第
二
十
篇
訳
者
注
記
】

ユ
ル
、
シ
ュ
ン
ギ
ユ
ル
、
マ
ン
ギ
ユ
ル
と
狼
の
話
は
ア

ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
に
伝
わ
る
民
話
で
あ
る
。
訳
者
が
知

る
話
は
、
仔
山
羊
を
喰
わ
れ
た
母
山
羊
が
鍛
冶
屋

(人

間
)
の
助
け
で
狼
に
復
讐
す
る
と
こ
ろ
で
落
着
す
る
。

民
話
に
複
数
の
ヴ
ア
リ
ア
ン
卜
が
存
在
す
る
こ
と
は
珍

し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
本
篇
に
シ
ャ
フ
リ
ヤ
ー
ル
は

「吹
雪
と
風
に
閉
ざ
さ
れ
た
冬
の
夜
に
、
村
の
老
女
た

ち
が
、
狼
が
シ
ャ
ン
ギ
ユ
ル
と
マ
ン
ギ
ユ
ル
を
纏
う
話

を
子
供
に
語
っ
て
聞
か
せ
た
」
以
上
の
物
語
を
示
さ
な

い
。
第
七
十
四
篇
で
、
彼
が
聞
き
知
っ
た
ヴ
ア
|
ジ
ヨ

ン
で
の
「
コ
ロ
グ
ル

(穴
2
0吃
C
)

物
語
」
の
顛
末
を

簡
潔
に
伝
え
て
い
る
の
と
対
比
す
る
と
興
味
深
い
。

【第
二
十
五
篇
作
者
附
記

・
訳
者
編
集
)

で
夕
、フ
リ
ー
ズ
近
隣
に
あ
っ
た
ふ
た
つ
の
婚
礼
の
風
習

イ
ラ
ン

で
あ
る
。

16 

盆
の
う
え
に
ヘ
ン
ナ
を
い
れ
た
鉢
を
灯

明
と
一
緒
に

(
へ
ン
ナ
も
灯
明
も
と
も
に
縁
起
物
)
の

せ
て
、
女
性
た
ち
が
招
待
客
に
ま
わ
す
習
慣
。
客
は
へ

ン
ナ
と
灯
明
を
取
っ
て
引
き
換
え
に
、
各
々
に
相
応
な

範
囲
で
「
化
粧
代
」
名
目
の
祝
い
金
を
盆
に
置
く
。

-
第
三
行
馬
に
乗
せ
ら
れ
て
導
か
れ
た
花
嫁
の
足
許

を
め
が
け
て
、
新
郎
が
屋
根
の
上
か
ら
林
檎
を
力
い
っ

ぱ
い
投
げ
つ
け
る
。
林
檎
は
花
嫁
の
足
許
で
砕
け
る
よ

う
に
予
め
刃
物
で
切
れ
目
を
い
れ
で
あ
る
。
満
腹
を
象

徴
す
る
林
檎
を
砕
く
こ
と
で
、
二
人
に
飽
き
が
こ
な
い

よ
う
祈
願
す
る
。

-
第
二
行

【第
二
十
七
篇

作
者
附
記

・
訳
者
編
集
】

田
舎
の

家
に
は
天
井
に
換
気
と
竃
の
煙
を
逃
が
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
孔
が
あ
け
て
あ
る
が
、
こ
の
孔
は
別
の
役
割
も

果
た
し
て
い
る
。
チ
ャ
ハ
|
ル
シ
ャ
ン
ベ

・
ス
|
リ
|

(
一
年
で
最
後
の
水
曜
日
)
以
後
に
、
皆
家
の
屋
根
に

上
が
っ
て
、
誰
か
わ
か
ら
ぬ
よ
う
に

(こ
の
換
気
口
か

ら
)
家
人
は
め
い
め
い
、
色
と
り
ど
り
の
シ
ャ
ル

(と

い
わ
れ
る
シ
ョ
ー
ル
)
を
吊
る
し
て
お
く
。
シ
ャ
ル
が

「新
年
に
贈
り
物
が
欲
し
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

家
の
主
(
あ
る
じ
)
は
こ
れ
を
見
た
ら
知
恵
を
働
か
せ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ャ
ル
は
誰
の
も
の
か
、
そ
し
て
そ

の
持
ち
主
が
欲
し
が
り
そ
う
な
適
当
な
贈
り
物
を
見
繕

っ
て
シ
ャ
ル
に
結
び
付
け
て
お
く
。
あ
の
頃
の
贈
り
物

は
、
羊
毛
で
花
模
様
の
靴
下
、
絹
の
ハ
ン
カ
チ
、
子
供



用
の
口
琴
、
き
れ
い
に
色
づ
け
し
た
鶏
の
卵
、
菓
子
、

ナ
ッ
ツ
だ
っ
た
。

第
二
行
に
言
及
さ
れ
る
の
は
、
マ
シ

ユ
ル
l
テ
チ
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
編
目
ひ
と
つ
ひ
と
つ

に
幸
運
の
願
い
を
込
め
た
願
懸
け
と
し
て
、
許
嫁
の
た

め
に
靴
下
を
編
む
習
慣
で
あ
る
。

(訳
者
補
注
)

作
者
附
記
】

の
ハ
|
ノ
ム
・
ナ
ネ

(ペ
ル
シ
ア
語
名

-
s
r
2
4
4
2
2

詩
篇
中
で
は
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
語
の
ハ
ン
・
ナ
ナ

)
〈

5
2
u
=
ω
)
が
亡
く
な
っ
た
。
私
た
ち
は
新
年
の
祝
賀

に
加
わ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
が
、
子
供
で
あ
っ
た
私

は
意
地
を
は
っ
て
シ
ャ
ル
を
抱
む
や
、
遊
び
友
達
で
い

と
乙
で
あ
っ
た
ゴ
ラ
|
ム

(ベ
ル
シ
ア
語
名

O

Z5
ヨ

作
品
中
で
は
グ
ラ
ム

P
E
2
)
の
家
へ
走
っ
て
、
屋

根
か
ら
シ
ヤ
ル
を
吊
し
た

0

グ
ラ
ム
の
母
で
、
も
う
亡

く
な
っ
た
フ
ア
テ
イ
マ
小
母
さ
ん
は
、
そ
れ
が
私
の
も

の
だ
と
察
し
て
靴
下
を
結
び
付
け
て
く
れ
た
と
き
、
わ

た
し
た
ち
を
残
し
て
逝
っ
て
し
ま
っ
た
ハ
|
ノ
ム

・
ナ

【第
二
十
八
篤

こ
の
と
き
私
の
祖
母

ネ
を
思
っ
て
落
涙
し
て
い
た
。
あ
の
日
見
た
都
び
た
婦

人
の
気
高
い
面
持
ち
は
、
一
幅
の
忘
れ
が
た
い
絵
と
な

っ
て
、
私
の
な
か
に
残
っ
て
い
る
。

説

【第
三
十
一
篇
作
者
附
記
】

ア
|
ザ
ル
パ
イ
ジ
ャ

ー
ン
で
は
ふ
つ
う
、
チ
ヤ
ハ
|
ル
シ
ャ
ン
ベ

・
ス
l
リ

ー
の
朝
に
流
れ
る
水
の
う
え
を
跳
ん
で
、
次
の
よ
う
な

句
を
唱
え
る
。

角軍

『わ
た
し
の
運
気
は
幸
せ
な
還
。
ア
ツ
ラ
ー
の
祝
福

白
い
両
手
に
は
赤
い
へ
ン
ナ
。
ア
ッ
ラ
ー

の
祝
福
あ
れ
!
跳
べ
、
チ
ヤ
ル
シ
ャ
ン
ベ
!
こ
の

日
は
開
運
の
チ
ヤ
ル
シ
ャ
ン
ベ
!
』

(訳
者
補
注
)

本
篤
で
描
く
の
は
ペ
ル
シ
ア
正
月
の

ノ
ヴ
ル
ズ
前
、
夕
、フ
リ
ー
ズ
で
の
年
越
し
の
風
景
で
あ

る
。
チ
ヤ
ハ
|
ル
シ
ャ
ン
ベ

・
ス
i
リ
ー
の
日
に
テ
ヘ

ラ
ン
な
ど
で
は
、
災
厄
、
悲
し
み
の
象
徴
で
あ
る

「黄

色
」
を
誠
い
、
幸
運
と
平
安
の
象
徴
で
あ
る

「赤
色
」

を
呼
び
寄
せ
る
次
の
お
ま
じ
な
い
を
唱
え
つ
つ
火
の
上

を
跳
ぶ
と
と
が
知
ら
れ
る
。

『
わ
た
し
の
黄
色
は
あ
な
た
に
あ
げ
る
。
あ
な
た
の

あ
れ

赤
色
を
は
わ
た
し
に
く
だ
さ
い
』

シ
ヤ
ハ
レ
ヤ
ー
ル
自
身
が

(上
に
引
い
た
)
附
記
に

述
べ
る
と
お
り
、
タ
ブ
リ
l
ズ
で
は
澄
ん
だ
流
水
の
う

え
を
跳
ん
で
い
た
。

な
お
、
本
篇
に
み
る
と
お
り
、
当
時
バ
ク
ー
と
夕
、フ

リ
ー
ズ
の
聞
に
は
行
商
人
の
往
来
が
あ
り
、
友
人
や
家

族
の
間
で
の
手
紙
や
伝
言
を
託
し
て
届
け
る
と
と
が
で

き
た
と
い
う
。

【第
三
十
七
篇
作
者
附
記
】

(

一

E
g
ベ
ル
シ
ア
諮
問

盟
主
制

F
)

は
勇
敢
で
風
采
の
良

い
青
年
だ
っ
た
。
バ
ク
ー
へ
の
旅
か
ら
土
産
を
い
っ
ぱ

い
抱
え
て
帰
り
、
鯖
麗
な
許
婚
を
み
つ
け
た
。
ア
コ
ー

デ
オ
ン
を
奏
で
れ
ば
巧
く
、
昼
週
ぎ
に
屋
根
の
う
え
で

大
き
な
サ
マ
ヴ
ア
ル

(サ
モ
ワ
ー
ル
伝
統
的
な
湯
沸

い
と
こ
シ
ユ
ジ
ヤ

し
と
給
茶
の
装
置
)
で
湯
を
沸
か
し
、
若
者
た
ち
と
談

笑
し
た
も
の
だ
っ
た
。
残
念
だ
が
、
彼
の
運
命
は
哀
れ

な
シ
ネ
マ
の
一
幅
の
画
面
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
は

成
婚
を
待
た
ず
に
腸
チ
フ
ス
で
亡
く
な
っ
た
。
空
想
上

の
人
の

(伝
説
の
)
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
許
婚
は
、

一
文
の
値
打
ち
も
な
い
、
ろ
く
で
な
し
の
求
婚
者
た
ち

の
も
の
と
成
り
果
て
た
っ

訳
者
注
記
】

ρN)と
ラ
フ
シ
ャ
ン
ダ
は
と
も
に
は
親
戚
の
娘
で
、

作
者
が
子
供
時
代
に
一
緒
に
遊
ん
で
い
た
と
い
う
。
特

に
ナ
ン
ナ
グ
ズ
は
シ
ャ
フ
リ
ヤ
ー
ル
よ
り
十
歳
年
長
で

あ
っ
た
、が
、
詩
人
が
子
供
時
代
に
憧
れ
を
抱
い
た
人
で

あ
っ
た
と
い
う
。

{第
三
十
八
篇

ナ
ナ
・グ
ズ

(之
宮
ω

【第
四
十
六
篇

作
者
附
記
】

マ
ン
ス
ル
・
ハ
ン
は

今
テ
ヘ
ラ
ン
に
住
ん
で
い
る
が
、
故
郷
の
村
に
対
し
て

義
理
堅
く
、
何
年
か
前
に
自
分
の
財
産
を
投
じ
て
、
ほ

と
ん
ど
井
戸
が
枯
渇
し
た
マ
ス
ジ
ッ
ド
を
修
繕
し
た
人

だ
。
そ
の
善
行
に
よ
っ
て
名
が
残
っ
て
い
る
む

【第
四
十
七
篇
訳
者
注
記
】

ム
は
当
時
村
で
宗
教
的
な
学
校

(マ
ド
ラ
サ
)
を
運
営

し
た
人
物
。
シ
ャ
フ
リ
ヤ
ー
ル
自
身
、が
最
初
に
ク
ル
ア

l
ン
と
読
み
書
き
の
基
礎
を
習
っ
た
の
も
こ
の
人
物
の

モ
ッ
ラ

・
イ
ブ
ラ
ヒ

も
と
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ブ
リ
ヤ
ー
ル
自
身
の
附
記
に
よ

れ
ば

「
マ
ド
ラ
サ
を
運
営
し
て
、
村
の
な
か
だ
け
で
は

ごきげんようヘイダルパパよイラン17 



な
し
に
、
周
辺
の
す
べ
て
の
人
々
の
相
談
相
手
に
な
っ

て
い
た
。地
主
や
近
隣
の
有
力
者
の
子
供
た
ち
も
含
め
、

皆
彼
に
教
わ
り
、
あ
ら
ゆ
る
恩
を
受
け
て
い
る
。
け
れ

ど
誰
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
も
し
な
い
。
今
で
も
時
に

は
自
分
の
小
さ
な
畑
の
な
か
で
、
時
に
は
代
償
な
し
の

仕
事
を
請
け
て
、
ほ
ん
と
う
に
自
由
に
暮
ら
し
て
い
る
」

と
あ
る
。
な
お
彼
の
名
に
冠
せ
ら
れ
た
モ
ッ
ラ

(5
0
F

の
語
、
そ
し
て
詩
篇
の
第
4
行

ペ
ル
シ
ア
語
ヨ

cB
)

に
あ
る
ア
フ
ン
ド

(目白
5
仏
ペ
ル
シ
ア
語

U5
3
仏
)
は

い
ず
れ
も
イ
ス
ラ
|
ム
の
宗
教
的
指
導
者
の
呼
称
。

{第

五

十

篇

訳

者

注

記
】

(HU『回
σ
U
1
'切白ヨ

ペ
ル
シ
ア
語
E
H
号

U
Z
i胃
ω
r
u
ヨ
)」

と
い
う
言
葉
は
、
シ
!
ア
派
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
重
要

「
シ
ャ
ム
の
廃
櫨

な
信
仰
上
の
悲
劇
的
場
面
へ
の
隠
織
的
な
言
及
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
は
カ
ル
バ
ラ
|
の
戦
い
で
イ
マ
|
ム

・

ホ
セ
イ
ン
に
つ
い
て
敗
北
を
喫
し
た
者
た
ち
が
、
ダ
マ

ス
カ
ス
へ
停
虜
と
し
て
運
ば
れ
、
そ
こ
で
ウ
マ
イ
ヤ
朝

カ
リ
フ
で
あ
る
ヤ
ズ
イ
|
ド

・
ピ
ン
・
ム
ア
|
ウ
イ
|

ア
の
も
と
で
辱
め
ら
れ
る
情
景
で
あ
る
。

作
者
附
記
】

ダ
ム
ガ
ヤ

6
2
5
a目

岩
の
屋
根
)
と
は
巨
大
な
岩
だ
。
樹
木
の
枝
の
よ
う
に

山
か
ら
分
岐
し
て
、
屈
ま
っ
て
い
る
。
岩
の
下
に
部
屋

の
よ
う
な
洞
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
て
、
冬
に
、
夏
に
と

旅
人
や
牧
童
が
寒
さ
、
暑
さ
か
ら
逃
れ
る
場
所
だ
。
そ

し
て
岩
屋
根
の
上
に
上
っ
て
周
囲
の
景
色
に
見
入
っ
て

【第
六
十
七
篇

楽
し
む
子
供
た
ち
も
い
た
も
の
だ
。こ

の
詩
篇
は

「
コ
ロ

グ
ル

(
穴
2
0担
ロ
)」

の
物
語
に
つ
い
て
だ
。
コ
ロ
グ

ル
の
お
話
が
あ
る
と
、
私
も
話
が
終
わ
り
ま
で
聞
か
な

け
れ
ば
眠
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
。
コ
ロ
グ
ル
の
物
語
は

ア
|
ザ
ル
バ
イ
ジ
ャ

l
ン
の
英
雄
護
で
最
も
よ
く
知
ら

【第
七
十
四
篇

作
者
附
記
】

れ
た
も
の
の
ひ
と
つ
だ
。
話
の
筋
は
こ
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。
主
人
公
の
コ
ロ
グ
ル
は
息
子
の
エ
イ
ヴ
ア
ズ

を
戦
に
送
り
出
し
た
。
工
イ
ヴ
ア
ズ
は
日
没
に
な
っ
て

も
帰
っ
て
こ
な
い
。
コ
ロ
グ
ル
は
夜
の
閣
の
な
か
で
あ

ら
ゆ
る
方
角
へ
視
線
を
走
ら
せ
、
黒
い
も
の
で
も
く
っ

き
り
と
見
分
け
て
い
た
。
と
き
に
は
風
に
、
と
き
に
は

鶴
の
群
に
患
子
の
行
方
を
尋
ね
て
い
た
。
聞
に
朝
の
光

り
が
射
し
、
朝
も
早
く
に
、
コ
ロ
グ
ル
は
立
自
に
聞
こ
え

た
名
馬
の
跨
る
と
戦
い
に
打
っ
て
出
た
。
敵
を
打
ち
負

か
し
、
捕
ら
わ
れ
て
い
た
息
子
を
解
放
し
、
連
れ
て
帰

っ
た
。
エ
イ
ヴ
ア
ズ
の
帰
還
と
と
も
に
お
話
は
終
わ
り

だ
っ
た
。

(訳
者
補
注
)

コ
ロ
グ
ル
は
テ
ユ
ル
ク
系
諸
族
に

広
く
伝
わ
る
伝
説
上
の
英
雄
。
ト
ル
コ
で
い
う
キ
ヨ
ロ

ル

(
穴
含
OWE
-

ト
ル
コ
の
キ
ヨ
ロ
ー
ル
は
抑
圧

者
に
抵
抗
す
る
義
賊
の
物
語
と
し
て
人
口
に
膳
災
し
て

い
る
が
、
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
に
お
け
る
コ
ロ
グ
ル
物

語
は
イ
ス
タ
ン
プ
ル
、
エ
ル
ズ
ル
ム
な
ど
ア
ナ
ト
リ
ア

ヘ
向
か
っ
て
遠
征
に
ゆ
く

ヨ
ア
デ

・
コ
ル
グ
ト
』
風
の

英
雄
戦
記
と
し
て
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
工
イ
ヴ
ア
ズ

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
伝
承
で
、
配
下
の
英
雄
た
ち
の

な
か
で
も
コ
ロ
グ
ル
が
ひ
と
き
わ
親
愛
の
情
を
し
め
し
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た
若
者
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
こ

O
一
五
年
六
月
二
十
日
に
当
研
究
会
で
開

催
し
た
ハ
ム
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「ト
ル
コ
文
学
越
境
」
の

際
に
訳
者
が
担
当
し
た
基
調
講
演
の
資
料
と
し
て
配
布

し
た
翻
訳
か
ら
、
多
少
な
り
と
も
拡
大
し
て
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
当
日
は
未
定
稿
と
し
て
作
成
し
、
そ
の

後
に
大
幅
な
見
直
し
を
か
け
た
が
、
未
だ
に
自
信
の
も

て
な
い
箇
所
も
多
く
、
ま
た
全
編
完
訳
に
も
道
半
、ば
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
な
お
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
を

願
い
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。


